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胡
弓
一の
調
べ
と
楽
し

Jωト
ー
タ

〈
イ
ン
ド
洋
津
波
災
害
復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ

l
コ
ン
サ
ー
ト
〉

三
月
二
十
一
日
郡
上
八
幡
旧
庁
舎
記

念
館
に
お
い
て
、
岐
車
大
学
大
学
院
在

籍
の
胡
弓
の
名
手
、
周
山
龍
さ
ん
を
お

招
き
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
地
元
の
人
達
だ
け
で
な
く
、

観
光
客
な
ど
大
勢
の
人
達
が
訪
れ
ま
し

た。
秋
に
作
物
の
豊
作
を
祝
う
中
国
の
曲

や
、
日
本
で
も
な
じ
み
の
あ
る
「
川
の
流

胡弓 中国の民族楽器である胡弓は、 1000年以上の歴
史ガ、あります。正式名称Id:、“二胡(二コ)"と呼び、‘胡

弓"は日本独自の名称で、す。名前の“二"は、弦の数。“胡"は“北

方民族"の意昧。北方民族の使用していだ“実琴(しきん)" 

がその原型とされています。

姿形は、三昧線のような形で、2本の弦を、馬の尻尾の毛で

つくられだ弓で引きます。音を共鳴させる箱は、硬く丈夫

な木材で作られており、琴皮lこは、ニシキヘビが使用され
ています。

演奏方法は、バイオリンのよう|之弦を引いて音を出します。

れ
の
よ
う
に
」
「
柳
ケ
瀬
ブ
ル
ー
ス
」
な

ど
、
胡
弓
の
す
ば
ら
し
い
音
色
に
聞
き

入
り
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
あ
と
は
二

朗弓の調
国際友好協会

胡
に
つ
い
て
の
説
明
や
、
二
胡
の
勉
強
を

し
て
い
る
人
か
ら
の
質
問
、
ま
た
、
ミ
ニ

ミ
ニ
中
国
講
座
が
あ
り
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
会
場
に
設
け

ら
れ
た
募
金
箱
に
は
、
イ
ン
ド
洋
津
波

災
害
で
被
災
さ
れ
た
人
達
の
為
に
と
た

く
さ
ん
の
方
か
ら
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
募
金
は
(
三
三
、
三
八
一
円
)

ユ
ニ
セ
フ
を
通
し
て
被
災
さ
れ
た
方
々
に

お
届
け
し
ま
し
た
。

(インド;
主催郡上八幡匡

第2由学習会
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(
大
西
理
事
情
報
)

女
十
七
年
二
月
五
日
元
岐
車

大
学
ヘ
留
学
し
て
い
た
韓
国
の
女

性

金

真

我
(
キ
ム
ジ
ナ
)

さ
ん
が
関
市
の
農
家
へ
嫁
ぎ
ま
し

た
。
金
さ
ん
の
父
親
に
日
本
の
親

戚
に
な
っ
て
欲
し
い
と
依
頼
さ
れ

て
夫
婦
で
出
席
し
ま
し
た
。
同
じ

留
学
生
で
東
京
都
庁
職
員
と
結

婚
し
た
張
銀
淑
さ
ん
も
ご
一
緒

し
ま
し
た

女
十
七
年
一月
十
八
日
元
岐
阜

大
学
留
学
生
の
金
敏
秀
君
が

岐
車
市
に

A
J
U
H
I
T
E
K

G
L
O
B
A
L株
式
会
社
を
設
立
。

半
導
体
検
査
装
置
の
販
売
を

し
て
い
ま
す
。

積翠園で歓迎会

* 
郡上八幡国際友好協会では会員を募集しています。

年会費は個人3，000円、団体10，000円です。年会費は、

留学生の受入や学習会、 料理を楽しむ会などの事業や

広報活動の費用として大切に使われます。

国際交流事業の企画に関心があり、一緒に実現して

くださる方も募集しています。

ーお問い合せ-

郡上八幡国際友好協会事務局

TEL 67-1122 (内線162)

韓
国
の
英
陽
郡
か
ら
郡
守
(
市
長
)
一
郡
上
踊
り
で
す
、
十
三
日
の
徹
夜
踊
り

行
六
名
が
平
成
十
六
年
八
月
十
一
日
来
を
体
験
さ
れ
て
、
郡
上
お
ど
り
の
歴
史

訪
さ
れ
、

三
泊
四
日
の
日
程
で
十
四
日
を
四

O
O年
以
上
も
守
っ
て
い
る

，八

ま
で
郡
上
市
に
滞
在
さ
れ
ま
し
た
。

幡
の
姿
‘
に
感
銘
を
受
け
ら
れ
た
よ
う

英
陽
郡
と
八
幡
町
と
は
お
よ
そ
十
年
で
す
。

前
、
日
本
政
府
が
計
画
し
た
国
際
交
流
'
、

推
進
の
会
で
出
会
っ
て
か
ら
五
年
前
ま

で
の
お
よ
そ
五
年
間
、
相
互
の
国
際
友

好
協
会
を
通
し
て
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
、

二
週
間
前
に
郡
上
八
幡
を

訪
問
し
た
い
と
連
絡
が
あ
り
、
交
流
が

始
ま
っ
て
か
ら
五
回
目
の
郡
上
八
幡
来

訪
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
各
地
と
比

較
し
て
、
郡
上
八
幡
の
風
土
、
人
情
が

英
陽
郡
の
皆
さ
ん
に
は
好
感
を
与
え
た

よ
う
で
す
。
八
幡
町
か
ら
も
二
回
英
陽

郡
を
訪
ね
ま
し
た
。
少
し
風
景
が
違
い

ま
す
が
風
土
や
人
情
が
似
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。
英
陽
郡
市
長
一
行
の

皆
さ
ん
の

一
番
の
関
心
は
な
ん
と
い
っ
て

も
水
で
す
。
向
中
野
の
エ
コ
プ
ラ
ザ
、
腰

細
の
都
市
環
境
セ
ン
タ
ー
、
名
津
佐
環

境
衛
生
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
丁
寧
に
視
察

さ
れ
川
の
水
、
飲
料
水
、
排
水
な
ど
を

き
れ
い
に
し
て
い
る
郡
上
市
の
努
力
に

驚
か
れ
、
英
陽
郡
の
今
後
に
い
か
に
反

映
さ
せ
る
か
を
課
題
と
し
て
持
ち
帰
ら

れ
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
次
の
関
心
は

会員募集中* 
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ハ
ワ
イ
州
、
カ
ウ
ア
イ
市
の
ブ
ラ
イ
ア

ン
・
パ
ブ
テ
ス
ト
市
長
ら
「
親
善
使
節
団

一
行
」
が
十
六
年
九
月
二
十
五
日
八
幡

町
を
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

カ
ウ
ア
イ
市
と
旧
八
幡
町
と
は
、
ハ
ワ

イ
に
あ
る
有
名
な
観
光
施
設

「ピ
コ
ス
'

ト
1
ン
(
へ
そ
石
)
」
が
取
り
持
つ
縁
で

親
交
が
あ
り
、
日
本
か
ら
も
団
体
で
訪

問
し
て
郡
上
お
ど
り
を
披
露
し
た
ほ
か

先
方
か
ら
は
数
回
の
来
訪
を
受
け
る
な

ど
交
流
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度

岡
市
長
が
就
任
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

日
本
訪
問
を
計
画
さ
れ
、
特
に
訪
問
先

に
八
幡
町
を
加
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

一
行
八
人
は
、
高
垣
組
事
務
所
訪
問

の
後
、
遊
童
館
、
サ
ン
プ
ル
工
房
、
ゃ
な

か
水
の
小
径
、
鯉
の
泳
ぐ
島
谷
用
水
等

を
散
策
し
ま
し
た
。
夜
に
は
宿
泊
先
で

あ
る
ホ
テ
ル
「
積
翠
園
」
で
歓
迎
の
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
硲
市

長
・
大
暮
議
長

・鷲
見
会
長
を
は
じ
め
、

関
係
者

一
同
約
八
十
名
が
歓
迎
パ
ー
テ

ィ
ー
に
参
加
し
、
両
市
及
び
協
会
か
ら

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
交
換
し
あ
い
、

郡
上
お
ど
り
な
ど
で
交
流
を
深
め
ま
し

た。
一
行
は
二
十
六
日
、
善
光
寺
に
立
ち

寄
ら
れ
、
交
流
の
ひ
と
つ
と
し
て
建
立

ふれんどしつぶVol.20 ( 3 ) 

さ
れ
た
〈
釈
迦
三
尊
像
〉
な
ど
を
参
拝

し
た
あ
と
、
次
の
訪
問
地
へ
向
か
わ
れ
ま

し
た
。

両市長と鷲見会長ら

プレゼン卜交換

(日系社会青年ボランティア同時募集)

O募集期間/4月10日'"'-'5月20日
0応募年齢/青年海外協力隊 20歳'"'-'39歳

シニア海外ボランティア

40歳'"'-'69歳

「今でなきゃ。君でなきゃ。」

青年海外協力隊

シニア海外ボランティア

募集中lf
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さる、 12月12日郡上八幡青少年センター(小野)において、中国出身で現在五町在住の井田光実さんを講師に迎え、

本場水鮫子を教えていただきました。幼稚園児からおばあちゃんまで、幅広い年齢層の方々に参加いただき、楽しい美

味しい時間を過ごしました。 GIFAでは、過去世界の料理を楽しむ会として何度か広い中国のいろいろな地域から講師

をお招きし、水鮫子を教えていただいておりますが、どの回も大変人気があり、皮から作る【手作り鮫子】に、はまってし

まったという嬉しいお話も伺っています。また、料理を通していろいろな国の食文化を知り食の面からも国際交流の輸を

広げることも大切な事業のひとつと考えています。

今後も皆さんのご要望を伺いながら、より多くの皆さんにご参加いただけ忍の容で開催していきたいと考えております。

一一一水飯手作りlこ参加して 柴山充予一一一

参加のきっかけは、友人に誘われ、講師の方が井田光実さんと聞いて即OKしました。

鮫子作りでは、周りのみなさんにずい分助けられました。本当にありがたく思いました。また、小三の長男の思わぬ器用

さに驚く場面もありました。私と友人は、子どもがいるということで、みなさんより一足早く食事をさせていただきました。

三人のわが子も、水鮫子をたくさんたべま した。おいしかっ~ ---- -一 等 畳一

たです。

家では、ほとんど焼鮫子でしたが、最近では、水鮫子も食

卓にあがるようになりました。いただいたレシピでの初の手

作り水鮫子も好評でした。うれしかったです。

こういった企画に参加したり、井田さんと会ったり、韓流

ブームを楽しんだりすることで外国と縁のなかった私でも、

文化を交流することができ、大変楽しいです。その中で最

近疑問に思うことが一つあります。それは「韓国人の方は、

鮫子を食べない。」という話です。こんなにおいしいのに、

何で食べないのだろうと思ってしまいます。食べたことがな

いのか、よく食べる習慣がないだけなのか。答えを見つけた

いと思っています。

，.._，4月から郡上高校の1年生|こなります~

この春、?メリ力からとってもかわいい女の子が八幡|こやっ
てきましだ。

。名前を教えてく芝さい。
Nicole Ellen Dowding 二コルと呼んでくだ、さい。

。兄弟、姉妹はいますか?
一人っ予で、す。

。出身はどこですか?
力リフォル二)Ju¥I¥1のロタスです0
0趣味、特技はありますか?
読書とトロンボーンを演奏することです。特にジ、ヤズが
招きです。
。一番興味がある事はなんですか?
宇宙科学です。

本町、杉下さん宅lこ一年間お世話|こなります。日本のゴミツ
クガ大招きで、辞書を片手に読んでいます。友達をだくさんっ
くりだいです。皆さん、街であつだら声かけてくた三さいね!


